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【科目】工業力学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・3 年次
【担当教員】

岡田 敬夫

【授業目標・教育方針】
機械工学で学習する基礎科目として、材料力学、流体力学、
熱力学、機械力学などがあげられるが、これらはすべて力学という名前
がついている。これらの科目を学ぶための基礎作りを行うことを目標とする。

【授業概要】
材料力学、流体力学、熱力学、機械力学の基礎科目を学習する際の
前座の科目である。しかし、前座といってもいろいろな機械の動きや
運動などを解析するには工業力学の知識が不可欠である。授業では
より身近で機械に関する題材を取り上げ、力の性質、物体の運動
仕事とエネルギー、仕事の原理や機械の効率などについて
学習する。

【教科書・教材・参考書 等】
自作プリント等。

参考書・・・応用力学（ティモシェンコ・ヤング）

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：10%，その他：前期中間試験・前期定期試験を併せて 40％程度
　後期中間試験・後期定期試験を併せて 40％程度　小テスト・レポート等を併せて 10％程度　受講態度等 10％程度
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：10%，その他：前期中間試験・前期定期試験を併せて 40％程度
　後期中間試験・後期定期試験を併せて 40％程度　小テスト・レポート等を併せて 10％程度　受講態度等 10％程度

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：工業力学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 － 2 単位換算 工学単位と国際単位の定義を説明し換算の方法を習得
する。

3 － 4 力の扱い方 力の定義を説明する。力の要素とその表示方法を示
す。
力の単位と符号とを説明する。

5 － 7 力の合成 二つの力の合成と分解の方法を説明する。3 力以上の
力の合成方法
を解説する。力のモーメントの定義を説明する。偶力
について
解説する。

小テスト・レポート

8 － 10 力の釣り合い 力の釣り合いの条件式の作り方を説明する。力のモー
メント
の釣り合いの利用を説明する。

11 － 12 静定トラス トラスについて説明し、その解法を解説する。
13-15 重心 重心の定義を解説する。基本図形の重心の求め方

を解説する。
小テスト・レポート

16-17 直線運動 変位、速度、加速度について説明する。落体の運動に
ついて
解説する。

18-19 平面運動 経路による運動の表示と速度成分、加速度成分につい
て
解説する。放物運動と円運動について解説する。

20-22 運動方程式 ニュートンの運動の法則を解説する。運動方程式と
それの解き方を解説する。回転運動と慣性モーメント
とを解説する。

小テスト・レポート

23-24 運動量と力積 運動量の変化と力積の関係を説明する。運動量保存
の法則について解説する。衝突後の物体の速度と
反発係数とについて解説する。

25-26 仕事とエネルギー 仕事とエネルギーについて解説する。エネルギー保存
則
について解説する。動力について解説する。

小テスト・レポート

27-30 まさつ 静摩擦力と動摩擦力について解説する。摩擦係数
と摩擦角について解説する。
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